
　　「大きく変わる」と読むことができます。大変なことに立ち向かうことは、自分を大きく

　　変える成長のチャンスなのです。大変なことから逃げずに、しっかりと立ち向かい、自分を

　　　さて、いよいよ2学期がスタートしました。2学期は、夏休みを含め4月からこつこつと行って

　　きた学習や係活動、委員会活動等の取り組みの成果が出てくる時期です。実りある2学期にする

　　　長い夏休みが終わり、学校に明るく元気な子どもたちの声が戻っ

　　てきました。今年の夏休みは、例年にない猛暑の毎日で、室内で

　　過ごすことも多かったのではないでしょうか。そのような中でも、家族や友だちと教室ではでき

　　ないかけがえのない体験をし、楽しい思い出がたくさん作れたことでしょう。

　　学校生活が送れるようにしていきたいと思います。今学期も子どもたちの成長を楽しみにしながら

　　他の学年の皆さんにも校外学習がありますね。また、生活科や総合的な学習の時間での地域学習、

　　持久走大会等多くの行事があります。楽しいことの多い2学期ですが、より楽しく充実させるため

　　には、時として、大変なことを乗り越える必要があります。「大変」という字をよく見ると

　　ために、始業式に次のような話をしました。

　　　みなさん、2学期が始まりましたね。2学期は、6年生は修学旅行、5年生は林間学校の宿泊学習、

　　　大きく変わることは、並大抵のことではありません。身近にある小さいことを一つ一つこつこつ

　　と積み重ねていくことが必要です。小さいことを積み重ねていく中で飽きたり、やる気が出ない

　　こともあるかと思います。そんな時こそ、自分を大きく変えるチャンス！と思って、大変でも、

　　粘り強く頑張って努力し続けてほしいと思います。

　　　本校の学校教育目標は「自ら考え判断し、表現する子」です。「自ら考え」とは、子どもたち

　　一人一人が、まず自分の目標やめあてをもち、どうしたらその目標を達成できるのか、自分の力

　　で考えることです。学習も生活も自分事として考える。そして、自分なりの解決方法を見出し、

　　大きく変えていき成長していきましょう、と話ました。

　　　9月も厳しい暑さが続く予報も出ておりますので、熱中症対策を十分に講じながら、充実した

　　見守っていきますので、これからも皆様のご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。

　　やってみる、そのような力を教職員一同、育ててまいります。
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